
◆地域づくり 

地域まちづくり協議会の必
要性の明確化 

地域を担うリーダーの育成 

自主的な地域づくり活動を
支える地域予算制度の構築 

災害時の地域まちづくり協
議会などの役割の検討 

 ◆協働  

現行の協働事業提案制度の
検証 

協働のしくみの見直しの必
要性の検討 

◆基本条例との 

整合の検証 

整合性を確認する現行事務
の検証 

整合性を確認する対象の検
討 

整合性を確認した結果の点
検 

◆中間支援組織の
設立支援 

現行の市民活動応援
制度の検証 

※各項目は「基本的な考え方」の各
見出しに対応しています。 

１．亀山市まちづくり基本条例の策定 

 平成１９年６月から約１年４ヶ月、公募市民委員などからなる「亀山市のま
ちづくりの基本を定める条例を考える会」において100回を超える検討を重ね、
平成２２年4月１日に亀山市のまちづくりの基本理念などを定める『亀山市まち
づくり基本条例』が施行されました。 

 平成２２年4月にスタートしたこの条例は、市民・議会・執行機関の３者がお互
いに尊重しあい、亀山市が、9つの基本原則のもと「一人ひとりが生き生きと輝き、
しあわせに暮らせるまち」となるための考え方などを定めています。 

３．第3期亀山市まちづくり基本条例推進委員会での検討結果 

 条例が施行された平成22年度から推進委員会を設置し、第１期(H22-H23)にお
いて、条例の具体化に向けた必要な事項の検討を行い、執行機関において、それ
を土台とした「まちづくり基本条例推進計画」を策定しました。第２期(H24-H25)
では、その推進計画の検証などを行いました。 

【推進委員会の検討(第３期）】 

《亀山市まちづくり基本条例推進計画》 

【個別事業】 
・地域コミュニティのしくみづくり支援事業 
・市民参画協働事業（協働の仕組みの見直し） 
・市民活動応援事業 
・まちづくり基本条例との整合の検証 

【期間】 
平成２８年度から平成２９年度（２箇年） 推進委員会

(第４期） 

推進計画の進捗
状況について、
条例推進の観点
から確認 

資料２ 

 第３期(H26-H27)においては、それまでの推進委員会のあゆみを踏まえながら、新た
な調査検討テーマを設定し、条例の具体化に向けた必要な事項の検討を行いました。  
 さらに、その検討結果を受けて、執行機関において、それを土台とした「まちづく
り基本条例推進計画」を策定しました。 
 第４期(H28-H29)では、その推進計画の検証を行うとともに、新たな調査検討テーマ
の検討などを行っていきます。 

検討項目 方向性 具体的な事業 

協働を支援
する機能 

自立した新たな地域組織の創設に向けたしくみづ
くりが必要である。 

地域コミュニティのしくみ
づくり支援事業 

中間支援組織の設立に向けた思念が必要である。 市民活動応援事業 

コンプライ
アンス 

職員のコンプライアンス関連規程の理解と適切な
運用のため、職員の意識啓発を強化する必要があ
る。 

職員コンプライアンス意識
啓発事業 

監査 市民にとって分かりやすい成果に繋がる行政評価
の導入が必要である。 

施策評価の導入 
事務事業評価対象の拡大 

子ども 子ども条例の制定は現時点では時期尚早であり、
まず、現在予定されている「(仮称)人権条例の検
討において、子どもの権利について検討を行う必
要がある。 

(仮称)人権を尊重する条例策
定事業 

２．亀山市まちづくり基本条例推進委員会のあゆみ(第1期-第2期） 
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